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埼玉県工業高校生ものづくりコンテストにおける審査員・
競技用資材・賞品等の全面支援等、教育機関との関連事業

電気工事士として技術者の目で厳正な審査

さいたま市「高度技術体験研修・太陽光発電
設置講習」の支援、「熟練技能者制度Jへの

登録などにより組合員等からの生徒へ直接、

技術の指導を実施しており、 教育機関からは
プロからの指導であることや普段の授業では
学べない内容であることなどから大変好評を

頂いている。 また、 さいたま市長が講習の視

察に訪れるなど、 県内の官公庁からの評価も 
高い。 

埼玉県電気工事工業組合

理事長 沼尻 芳治

＊実施団体

埼玉県電気工事工業組合青年部会

事業内容区分：組織活性化事業
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埼玉県立高等技術専門校

電気工事関連科目求職者情報
E三1

遥電気設備管理科

急炉心剖.，，

f一一JII越高等技術専門校 電気工事科
TEL叫9 (235) JOJO FAX叫制235)J071
〒350-0023川鎗市並木572-1
http：／／削糊 pref.,aita,咽（1. jp/ooshiki/b0B06/ 

音量

熊谷高等技術専門校 秩父分校
TEL制94(22)19柑 FAX 0494(21)103崎
〒3伺〈削S験父市よ町3-21-J
http：／／，附附ρref.sait.. a.lg.jp／帥•hiki/bO曲Bl

春日部高等技術専門校 電気綾備管理科
TEL倒B()37)3S11 FAX倒8(73J)3512
〒344皿36春臼郷市下.，，.・額恩61-1
http：／；，酬pref.回it醐1,. Jp／回shiki/b叫叩／
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全組合員に配布している「求職者情報J
組合員企業に新卒者が毎年 100 名前後入社し、

優秀な人材を確保
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関東甲信越地区電気教育研究会
理事長からの感謝状

成果・効果

2004 年 11 月スタ ー 卜

2014 年 6 月頃より改善・改革を着手

ものづくりコンテストの年度別開催状況

事業内容
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ものづくりコンテストの支援等、 工業高校、 高等技術専門校等の教育機関と長期間、
密接に関わってきたことにより、 組合の知名度が高まり卒業者、 修了者の組合員企業へ
の就職の一助となっている。 また、 工業高校の就職担当の先生との意見交換会や工業高
校の副校長会での説明会を開催することにより、組合員企業への就職者数を増加させた。
さらに人材情報の提供として毎年実施している県立高等技術専門校の電気工事科の卒業
予定者の［求職者情報Jの全組合員への配布も相まって、 組合員企業への高校又は専門
校の新卒者が毎年 100 名前後入社し、優秀な人材が確保できている。（平成24年： 69 名、
平成 25年： 83 名、 平成 26年： 114 名、 平成 27年： 98 名）

平成 18年 5 月に埼玉県、 埼玉労働局から「中小企業人材確保推進事業対象組合」に
認定され、 各工業高校等を組合として訪問した際には支援等をしている関係からスムー
ズに受け入れられ組合員企業への人材確保の一助となっている。

平成 26年に全日電工連から全国に展開された電気工事業界理解促進研修会の開催時
には、 全国一の 92 名が参加した。

本事業に関わるものづくりコンテスト等の教育機関との関連事業の記事は埼玉新聞、
埼玉建設新聞、 電材流通新聞等に掲載され、 県内の官公庁等に組合の取り組みが周知さ
れ、 その評価は高い。 また、 平成 23年 1 月に関東甲信越地区電気教育研究会理事長か
らものづくりコンテスト支援に係る感謝状が贈呈されるなど、 組合、 組合員の社会的地
位向上に大きく寄与している。
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大会関係者一同（平成 29 年度）

埼玉県電気工事工業組合では若年者の人材

の確保及び育成の重要性を認識し、 昭和44

年に技術委員会（現在の指導教育委員会）を

創設、 青年部会役員等が委員として活動し、

平成7年4月から教育機関（高等技術専門校）
への講師派遣を開始し、 平成 9年 11 月に埼
玉県知事から講師派遣等県政に協力により感
謝状を授与された。 また、 平成 11年にはも

のづくり大学設立に l 千万円の寄付を実施
するなど教育機関と密接に関わってきた。

この関係から平成 16年 11 月の埼玉県内
工業高校生のテクノコンテスト（現在のもの
づくりコンテスト）の後援依頼があり、 コン
テストの競技用電設資材や賞品等を提供する
と共に、 審査員の派遣を行うこととした。

審査では電気工事士としての技術者の目で
公平な視点で厳正な審査を行っている。 現役

青年部会員、 青年部会員O Bが審査員となっ

ていることにより電気工事士としての技術力

に加え、 より現場に近い視点からの審査を行
い、 先生方からも好評を頂いている。

平成 20年 6 月からは組合の会館を会場と
して提供すると共に、 平成 22年 9 月には関
東甲信越地区のコンテスト大会の審査員や電
設資材等も支援している。

更に教育機関の支援として県指定事業の
［スペシャリストに学ぶ事業」での講師派遣、
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